
〈第1部 基調講演〉 〈第2部 パネルディスカッション〉

市民フォーラム

災害から創造的復興へ～素足の被災者を蘇らせたラリの草の根建築デザイン～
■開催日／2016年9月18日(日)　14：00～16：00
■会　場／アクロス福岡地下2F　イベントホール
■参加者／200人Yasmeen LARI

ヤスミーン・ラリ
パキスタン ／ 建築

　私が会長を務める

パキスタン・ヘリテー

ジ財団は、文化遺産

の管理をするだけで

なく人道支援活動も

行っています。パキス

タンには多くの古代

遺産があり、それは青

銅器時代、インダス文

明の時代、ガンダーラの仏教文化といった時代にさかのぼります。そうし

た時代の建築物は強く強靭性に富むものであり、それらの遺産を保存し、

さらに、遺産に関する知識を広げていく様々な活動を行っています。

　また、8万人が犠牲になり、40万の家族が家を失った、2005年パキス

タン大地震をきっかけに、私は、“素足の建築家”として人道支援活動に

も取り組むようになりました。2010年以降も、パキスタンでは毎年のよう

に洪水や風水害、地震などが発生し、常に留意しておかなければならな

い状況です。さらに、パキスタンは発展途上の国であり、多くの人が貧困

状態にある中で、国際社会からの援助への依存が増しており、被災者の

自尊心がなくなり、自立心が欠如している状態に陥っています。これは本

当に深刻かつ重大な問題です。

　その対策として、私は、シェルターを被災者と協力して設計し、現地で

調達可能な粘土・石灰・竹などの自然素材を使用し、土着的な手法で造

る“草の根建築”を推進しています。このシェルターは費用がほとんどかか

らず、被災者自身で建てることができるため、援助への依存の体質を自立

の文化へ変えることができます。また、粘土・石灰・竹といった自然素材を

用いているため、二酸化炭素排出量が非常に少なく、地球環境にも優し

いものです。

　私が考えた自然災害後の復興のための原則があります。まずは、文化

遺産と伝統を利用し、誇りと自信を育てるということ。次に、持続可能な材

料を使用し、環境悪化を防ぐということ。さらに、現地の材料と技術を使用

し、素早く届けるということ。最後に、災害リスク軽減法を考案・具体化し、

次の災害に耐えるということです。

　パキスタンでは多くの人が貧困状態にありますが、災害時には、特に

子どもたちや女性が被害を受けます。私は、子どもや女性のためのエンパ

ワーメントにも力を入れており、住宅だけでなく、衛生的に家事ができる

無煙かまどのキッチンやエコトイレをわずかな費用で造る技術なども教

えています。

　私はこれからも被災者に寄り添い、被災者の自立に役立つような活動

を続けていきたいと思います。

　基調講演を受けて藤原惠洋氏は、「被災者に寄り添い、主体性や自立

性を奮い立たせるラリ氏のシェルターは、日本の仮設住宅の在り方とは

ずいぶん違う」と感想を述べました。作家の森まゆみ氏は、東日本大震災

後の自身の被災地での活動内容を紹介し、日本の復興の在り方に疑問

を投げ掛ける一方で、ラリ氏が設計したシェルターを「環境問題までを見

据えた私たちの行くべき未来」と高く評価しました。深澤良信氏は、国内外

で数々の災害復興支援に関わってきた経験や、国連ハビタットの活動内

容を紹介し、「復興に大切なのは被災者自身が元気になること。コミュニ

ティーの力が高まれば、支援事業が終わっても次に進める」と、ラリ氏の

考えに共鳴しました。それらを受けてラリ氏は、「被災者の自助や心の復

興は重要な観点」「救済だけでなく、災害前の備えを世界中でやるべき」

などと力説しました。

　フォーラムの前日に熊本地震の被災地に赴いた様子も紹介され、ラリ

氏は「あれだけの大地震にもかかわらず躯体自体はしっかり残っていた。

竹の土台でできている建築物は本当に素晴らしい」と感想を述べました。

会場からの「パキスタンと日本が一緒になって取り組めることは？」とい

う質問に対しては、「伝統的な建築を生かしながら、それをさらに強くする

方法を考えることが重要だ」と回答。最後に藤原氏が「私たちが協同して

やれることはたくさんある。今度は実際の現場でご一緒しましょう」と述べ

て市民フォーラムを締めくくりました。

現地の自然素材と土着的な手法で
援助への依存から自立の文化へ

災害への備えや復興の在り方を
あらためて問い直すきっかけに

　ラリ氏は、創立90年以上の福岡

女子高等学校を訪れて、「素敵な景

色があって素晴らしい校舎だ」と称

した後、パキスタンの文化遺産の写

真を見せながら母国について説明

しました。

　その後、学生時代の苦労話を披露

しながら自らが手がけた建築物を紹

介。富裕層向けの大規模なビルから

一転、母国での大震災の経験を経て、

現在は貧困層向けの家などを作って

いると話しました。災害から身を守る

ための建築物と、女性の自立や地位

向上という二つの課題解決に同時に

取り組むラリ氏の熱意と行動力は、生

徒たちの心に響いたようでした。

　学生から「どんな夢を持ってますか」

と問われたラリ氏は「たくさんの夢

がある」と笑って答え、「諦めずに一

生懸命やれば夢は叶う」と励ましま

した。またパキスタンで活躍する女性

たちを例に挙げながら、「女性は家

事、育児、仕事という3つの役目を

持っているが、その中でより多くのこ

とを成し遂げられるように努力すべ

き。自信をもって一番高い山に登って

ほしい」と、メッセージを送りました。

■実施日／9月15日（木） 11：00～12：00
■会　場／福岡市立福岡女子高等学校

●対談者
　森 まゆみ
　（作家)

●対談者
　深澤 良信
　（国連ハビタット福岡
　 本部長）

●コーディネーター
　藤原 惠洋
　（九州大学大学院
　 芸術工学研究院教授）

芸術･文化賞

学校訪問

『天神アピチャッポンプロジェクト（TAP）
 ショートフィルム共同制作ワークショップ with アピチャッポン監督』

レイナルド･Ｃ･イレート氏

マニラ講演会

ワークショップの様子 トークショーの様子

　アピチャッポン・ウィーラセタクン監督（2013年受賞者）と福岡にゆかりのある映像クリエイターたちが「天神」をテーマにショート
フィルムを共同制作。また、完成作品「光の記憶」などの上映やトークショーも開催しました。

『レイナルド・C・イレート氏 講演会』

『Philippines - Japan Friendship:Thoughts on 60 Years and Beyond
  An Anniversary Symposium』

『アンベス・R・オカンポ　ヤスミーン・ラリ　東京講演会
 ー未来に向けた歴史の語り方・伝え方、災害に強い社会づくりを共に考えるー』

国際交流基金アジアセンターとの共催企画

◆日　時：平成28年9月20日(火)17:00～19:20
◆会　場：国際交流基金 JFICホール（東京都新宿区）
◆参加者：70人
◆モデレーター：寺田勇文 氏（上智大学総合グローバル学部教授）
　　　　 　      小西正捷 氏（立教大学名誉教授）

◆日　時：平成28年4月15日(金)～17日(日)
◆会　場：福岡アジア美術館　あじびホール
◆参加者：150人
◆協　力：福岡インディペンデント映画祭実行委員会、
             福岡フィルムコミッション、福岡アジア美術館
◆企画・運営：西谷郁
◆協同制作クリエイター：水江未来（アニメーション作家）
　　　　　　　　　　　 幸洋子（アニメーション作家）
　　　　　　　　　　　 橘剛史（映像作家）
　　　　　　　　　　　 他10名の地元クリエイター

　日本・フィリピン国交正常化60周年を記念し、歴史学者のイレート氏（2003年受賞者）による講演
会を開催しました。長く深い歴史を注意深く学ぶことの重要性が心に残る講演会となりました。

　日本・フィリピン国交正常化60周年を記念し、マニラでもシンポジウムが開催されました。

　受賞者の功績と叡智を多くの人と共有するため、福岡での公式行事に続き、オカンポ氏とラリ氏
の講演会が東京で行われました。

東京講演会「フィリピン史の中の日本の立ち位置を再考する」
　◆日　時：平成28年7月20日(水) 19:00～21：00　　　 ◆参加者：80人
　◆会　場：国際交流基金 JFICホール（東京都新宿区）
　◆登壇者：寺田勇文 氏（上智大学総合グローバル学部教授）
　　　　　  中野聡 氏（一橋大学大学院社会学研究科教授・研究科長）

◆日　時：平成28年11月25日(金) 13:00～17：00
◆会　場：アテネオ・デ・マニラ大学 
             Ricardo Leong Hall Auditorium（フィリピン）
◆講　演：レイナルド・C・イレート 氏（2003年受賞者）
             アンベス・R・オカンポ 氏（2016年受賞者）
             永野善子 氏(神奈川大学人間科学部教授)
             キドラット・タヒミック 氏(2012年受賞者)

学校訪問（九州大学での講演）「アジアの中のフィリピン：地域紛争と歴史」
　◆日　時：平成28年7月22日(金) 14:50～16：20　　 　　◆参加者：90人
　◆会　場：九州大学箱崎キャンパス 経済学部209教室　　◆モデレーター：清水一史 氏(九州大学大学院経済学研究院教授)
　◆共　催：九州大学大学院経済学研究院
市民講演会（福岡）「20世紀のフィリピン：帝国の子、友、敵」
　◆日　時：平成28年7月23日(土) 13:30～15：30　　　 ◆参加者：90人
　◆会　場：エルガーラホール7F 中ホール  　　　　　　　  ◆対談者：清水展 氏（京都大学東南アジア研究所教授）
　◆協　力：福岡・フィリピン友好協会

◆モデレーター：ウィルフリド V. ヴィラコルタ 氏
                     （デ・ラ・サール大学名誉教授）
◆協　力：アテネオ・デ・マニラ大学
             （Japanese Studies Program、
             Department of History）
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